
スマート・エコパーク

内 容 平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

平成32年度以降
（2020年度）～

研究会の設置・運営

浜通り地域を中
心に環境・リサ
イクル産業の集
積

事業可能性調査の実施

ワーキンググループ
の設置・運営

各プロジェクトの実施 研究開発・実証研究・事業化の推進

１．ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会
○ 環境・リサイクル分野において、産学官によるネットワークを形成し、研究開発と産業人材の育成等を行うことによ
り、会員の技術基盤の強化、当該分野への進出や関連企業の県内進出等を促進し、浜通り地域を中心に新たな環境・リ
サイクル産業の集積を図ることを目的としている。

○ 平成27年8月10日に設立総会を開催し、141団体が参加（平成27年10月19日現在）。
○ 今後、順次ワーキンググループを設置し、個別の検討を進めることとしている。

2．活動イメージ
■ネットワーク化、検討深化 …提案事業のFS調査など
■研究開発、技術実証、企業立地支援、情報発信 …企業立地への取組推進 など
■産業人材の育成 …リサイクル関連産業人材に向けた態勢構築

【スケジュール】

【テーマ】
炭素繊維、太陽光パネル、

バッテリー、石炭灰混合材料、
小型家電リサイクル etc…

○ 平成27年3月の「スマート・エコパークに関する検討会 中間整理」を踏まえ、福島県において、リサイクル事業者
や研究機関、自治体、国等が参画した「ふくしま環境・リサイクル関連産業研究会」を設置。先進的な個別リサイクル
事業の早期事業化に向けた支援や人材育成等を実施することとしている。

写真・イラストは、スマート・エコパークに関する検討会中間整理から引用

太陽光パネル

使用済バッテリー
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